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　平
成
28
年
７
月
、
８
月
に
募
集
を

行
っ
た
「
旧
木
下
家
別
邸
ロ
ー
ト
ア

イ
ア
ン
看
板
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
、
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た

デ
ザ
イ
ン
を
基
に
し
た
「
ロ
ー
ト
ア

イ
ア
ン
看
板
」
が
完
成
し
、
旧
木
下

家
別
邸
の
庭
園
内
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。　旧

木
下
家
別
邸
の
六
角
形
の
窓
枠

と
庭
園
の
バ
ラ
が
美
し
く
表
現
さ
れ

た
素
敵
な
ロ
ー
ト
ア
イ
ア
ン
が
制
作

さ
れ
ま
し
た
。
５
月
に
満
開
と
な
る

庭
園
の
バ
ラ
と
一
緒
に
見
学
に
訪
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
産
業
観
光
課

　☎
内
線
３
３
４

　大
磯
の
歴
史
文
化
施
設
を
巡
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
！
大

磯
駅
・
旧
木
下
家
別
邸
・
鴫
立
庵
・

旧
島
崎
藤
村
邸
・
大
磯
町
郷
土
資
料

館
・
旧
吉
田
茂
邸
の
オ
ブ
ジ
ェ
を

巡
っ
て
、記
念
品
を
も
ら
お
う
！（
先

着
１
，
０
０
０
人
）

▼
と
き

　５
月
３
日
（
水
・
祝
）
〜

６
月
４
日
（
日
）

▼
受
付
・
記
念
品
交
換
：
大
磯
駅
前

観
光
案
内
所

　９
時
〜
17
時

問
産
業
観
光
課

　☎
内
線
３
３
４

　５
月
大
磯
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の

見
ど
こ
ろ
は
、
バ
ラ
の
花
咲
く
美
し

い
お
庭
め
ぐ
り
！
ま
た
、
大
磯
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
は
、
町
内
21
店
舗

の
カ
フ
ェ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
限
定
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。
バ
ラ
の
香

り
漂
う
な
か
、
町
内
の
カ
フ
ェ
で
く

つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
も
う
！

▼
と
き

　５
月
12
日
（
金
）
〜
14
日

（
日
） 

10
時
〜
16
時

※
来
訪
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ご
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
静
か
に
鑑
賞
願
い
ま
す
。

問
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ム
運
営

委
員
会
（
大
磯
町
商
工
会
内
）

☎
（
61
）
０
８
７
１

問
大
磯
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー

産
業
観
光
課

　☎
内
線
３
３
４

　曽
我
十
郎
の
恋
人
、
虎
御
前
が
開

山
し
た
延
台
寺
。
曽
我
十
郎
の
命
を

守
っ
た
霊
石
「
虎
御
石
」
が
、
ご
開

帳
さ
れ
ま
す
。

　当
日
は
、
大
願
成
就
や
厄
除
け
、

安
産
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
虎

御
石
に
、
直
接
触
れ
て
願
い
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
は
受
験

生
等
の
参
拝
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
境
内
に
は
虎
女
供
養
塔
や

虎
女
が
十
郎
と
の
恋
の
成
就
を
祈
願

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
龍
神
、
大
磯
宿

遊
女
の
墓
な
ど
も
あ
り
、
自
由
に
参

拝
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き

　５
月
28
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ

　延
台
寺

問
産
業
観
光
課

　☎
内
線
３
３
４

▼
当
日
は
祭
事
催
行
に
伴
い
周
辺
道
路

の
通
行
止
め
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
産
業
観
光
課

　☎
内
線
３
３
４

　生
涯
学
習
課

　☎
内
線
３
２
３

　寒
川
神
社
と
川
勾
神
社
の
「
わ
れ

こ
そ
が
相
模
国
の
一
之
宮
で
あ
る
」

と
い
う
争
い
を
神
事
化
し
た
古
式

『
座
問
答
』（
神
揃
山
に
て
）、
今
年

も
「
い
ず
れ
明
年
ま
で
」
と
決
着
せ

ず
、
来
年
に
持
ち
越
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　舟
形
舞
台
で
舞
う
『
鷺
の
舞
』
は

天
下
泰
平
を
祈
り
大
矢
場(

馬
場
公

園)

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
寒
川
神
社
、
川
勾
神
社
、

比
々
多
神
社
、
前
鳥
神
社
、
平
塚
八

幡
宮
の
五
社
及
び
総
社
六
所
神
社
の

神
輿
が
一
同
に
揃
い
ま
す
。

　総
社
制
度
に
由
来
し
、
一
千
年
に

も
及
ぶ
伝
統
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　５
月
５
日
（
金
・
祝
日
）

▼
と
こ
ろ

　神
揃
山
・
馬
場
公
園

大
磯
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
２
０
１
７

＋
大
磯
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー

開
催

虎
御
石
ま
つ
り

「
大
磯
オ
ブ
ジ
ェ
め
ぐ
り
」

旧
木
下
家
別
邸
ロ
ー
ト
ア
イ

ア
ン
看
板
が
完
成
！

平塚学園
グラウンド

城山公園

①

②

通行止め
9:00～17:00

総社宮立順路

当日は祭事催行に伴い周辺道路の
通行止めが予定されています

▲
神
揃
山
の
座
問
答

◀
五
社
神
揃
山
御
成

相
模
国
府
祭
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５月₂₈日（日）午前７時～８時₃₀分

　町ぐるみ美化キャンペーンは、清潔で住みやすいまち

づくりを目指して実施する一斉清掃です。

　毎回、各地区や各種団体などの協力により、大勢の方

に参加いただいております。ぜひ、皆さんの積極的な参

加をお願いします。

▶主な清掃場所
公園やハイキングコース、海岸など

※清掃区域は左表参照

※荒天時は中止

問環境課（美化センター内）
☎（72）4438

　家庭での再生可能エネルギー活用を促進する

ため、スマートエネルギー設備の設置に対し導

入費の一部を補助します。

　太陽光発電システムや家庭用燃料電池（エネ

ファーム）などの機器を使うことでエネルギー

を創り、蓄電池にあまったエネルギーを貯め、

ＨＥＭＳ機器によりネットワーク化することで

エネルギーの「見える化」や「制御」をし、エ

ネルギーを無駄なく利用することが出来ます。

▶補助の対象
　平成29年度中に町内の自ら居住する住宅に

スマートエネルギー設備を設置完了できる方

▶申請手続き
　工事着工前に申請が必要です。※補助金申請

書にシステムの仕様書等を添付して申請してく

ださい。

　※補助金額は左表のとおりです。

問・ 環境課（美化センター内）☎（72）4438

美化キャンペーン清掃区一覧
清掃区 清　掃　区　域

１ 花水川河川敷・高麗山ハイキングコース
２ 大磯高等学校下～サンキッズ大磯下
３ サンキッズ大磯下～北浜歩道橋下
４ 北浜歩道橋下～照ヶ崎防波堤
５ 照ヶ崎防波堤～鴫立川
６ 鴫立川～大磯中学校西地下道
７ 大磯中学校西地下道～白岩神社下地下道
８ 白岩神社下地下道～こいそ幼稚園下地下道
９ こいそ幼稚園下地下道～西小磯西老人憩の家下地下道
10 西小磯西老人憩の家下地下道～不動川
11 不動川～大磯ロングビーチ駐車場西側下
12 大磯ロングビーチ駐車場西側下～テニスコート下地下道
13 大磯ロングビーチテニスコート下地下道～ゴルフコース下地下道
14 不動川・馬場公園
15 御嶽神社・鷹取神社山道
16 八坂神社とその周辺（西小磯）
17 下田・富士見平（虫窪地区）
18 黒岩公民館・池之神社とその周辺
19 西久保福祉館・飯綱神社とその周辺
20 月京会館・国府小学校付近道路・不動川周辺
21 石神台町内公園とその周辺
22 大磯駅前広場とその周辺

２～13は海岸清掃 

町ぐるみ美化キャンペーン

「スマートエネルギー設備」導入費用の一部を補助します！
～環境にやさしいエコな暮らしを応援します！～
補助対象設備 補助金額

ＨＥＭＳ機器【必須】
住宅内のエネルギーの使用状況を常に把握することができ、
エネルギーの「見える化」と「制御」が可能になります。

上限１万円

住宅用太陽光発電システム
自然エネルギーを活用するため、環境負荷の低減につなが
り、発電した電力を自家消費することで電気代の削減になり
ます。また、余った電力は売電することができます。

上限５万２千円
（１kWあたり１万５千円）

家庭用燃料電池システム
燃料電池を採用しており、発電時に二酸化炭素や有毒ガスが
出ないため、環境負荷の低減につながり、発電した電力を使
用することで電気料金の削減になります。また、発電時に発
生する熱を利用して、温水を取り出し、お風呂や給湯に利用
することができます。

上限５万円

定置用リチウムイオン蓄電システム
災害時（停電時）に太陽光発電システム等で貯めてた電気を
使うことができます。また、夜間電力で蓄電池に電気を貯め、
貯めてた電気を昼間に使うことで、電気代を削減することが
できます。

上限５万円

電気自動車充給電器
自宅に充電設備をおいて、電気自動車に乗らない夜間に充電
をしておくことができます。また、太陽光発電などの自家発
電を加えて利用すれば、ランニングコストが安く済みます。

上限５万円

☆ＨＥＭＳ機器と併せて、上の設備のうち１つ以上の設備を設置する場合に、補助の対象に
なります。

☆ＨＥＭＳ機器、または、その他の設備のみの設置では、補助の対象となりません。
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通行止めが予定されています

▲
神
揃
山
の
座
問
答

◀
五
社
神
揃
山
御
成

相
模
国
府
祭

3

５月₂₈日（日）午前７時～８時₃₀分

　町ぐるみ美化キャンペーンは、清潔で住みやすいまち

づくりを目指して実施する一斉清掃です。

　毎回、各地区や各種団体などの協力により、大勢の方

に参加いただいております。ぜひ、皆さんの積極的な参

加をお願いします。

▶主な清掃場所
公園やハイキングコース、海岸など

※清掃区域は左表参照

※荒天時は中止

問環境課（美化センター内）
☎（72）4438

　家庭での再生可能エネルギー活用を促進する

ため、スマートエネルギー設備の設置に対し導

入費の一部を補助します。

　太陽光発電システムや家庭用燃料電池（エネ

ファーム）などの機器を使うことでエネルギー

を創り、蓄電池にあまったエネルギーを貯め、

ＨＥＭＳ機器によりネットワーク化することで

エネルギーの「見える化」や「制御」をし、エ

ネルギーを無駄なく利用することが出来ます。

▶補助の対象
　平成29年度中に町内の自ら居住する住宅に

スマートエネルギー設備を設置完了できる方

▶申請手続き
　工事着工前に申請が必要です。※補助金申請

書にシステムの仕様書等を添付して申請してく

ださい。

　※補助金額は左表のとおりです。

問・ 環境課（美化センター内）☎（72）4438

美化キャンペーン清掃区一覧
清掃区 清　掃　区　域

１ 花水川河川敷・高麗山ハイキングコース
２ 大磯高等学校下～サンキッズ大磯下
３ サンキッズ大磯下～北浜歩道橋下
４ 北浜歩道橋下～照ヶ崎防波堤
５ 照ヶ崎防波堤～鴫立川
６ 鴫立川～大磯中学校西地下道
７ 大磯中学校西地下道～白岩神社下地下道
８ 白岩神社下地下道～こいそ幼稚園下地下道
９ こいそ幼稚園下地下道～西小磯西老人憩の家下地下道
10 西小磯西老人憩の家下地下道～不動川
11 不動川～大磯ロングビーチ駐車場西側下
12 大磯ロングビーチ駐車場西側下～テニスコート下地下道
13 大磯ロングビーチテニスコート下地下道～ゴルフコース下地下道
14 不動川・馬場公園
15 御嶽神社・鷹取神社山道
16 八坂神社とその周辺（西小磯）
17 下田・富士見平（虫窪地区）
18 黒岩公民館・池之神社とその周辺
19 西久保福祉館・飯綱神社とその周辺
20 月京会館・国府小学校付近道路・不動川周辺
21 石神台町内公園とその周辺
22 大磯駅前広場とその周辺

２～13は海岸清掃 

町ぐるみ美化キャンペーン

「スマートエネルギー設備」導入費用の一部を補助します！
～環境にやさしいエコな暮らしを応援します！～
補助対象設備 補助金額

ＨＥＭＳ機器【必須】
住宅内のエネルギーの使用状況を常に把握することができ、
エネルギーの「見える化」と「制御」が可能になります。

上限１万円

住宅用太陽光発電システム
自然エネルギーを活用するため、環境負荷の低減につなが
り、発電した電力を自家消費することで電気代の削減になり
ます。また、余った電力は売電することができます。

上限５万２千円
（１kWあたり１万５千円）

家庭用燃料電池システム
燃料電池を採用しており、発電時に二酸化炭素や有毒ガスが
出ないため、環境負荷の低減につながり、発電した電力を使
用することで電気料金の削減になります。また、発電時に発
生する熱を利用して、温水を取り出し、お風呂や給湯に利用
することができます。

上限５万円

定置用リチウムイオン蓄電システム
災害時（停電時）に太陽光発電システム等で貯めてた電気を
使うことができます。また、夜間電力で蓄電池に電気を貯め、
貯めてた電気を昼間に使うことで、電気代を削減することが
できます。

上限５万円

電気自動車充給電器
自宅に充電設備をおいて、電気自動車に乗らない夜間に充電
をしておくことができます。また、太陽光発電などの自家発
電を加えて利用すれば、ランニングコストが安く済みます。

上限５万円

☆ＨＥＭＳ機器と併せて、上の設備のうち１つ以上の設備を設置する場合に、補助の対象に
なります。

☆ＨＥＭＳ機器、または、その他の設備のみの設置では、補助の対象となりません。
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④
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
ん
で

の
通
行
な
ど
は
禁
止
で
す

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

※
保
護
者
の
方
は
、
13
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
に
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
日
頃
か
ら
ブ
レ
ー
キ
や
前

照
灯
等
の
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

　大
磯
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
創
立

50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
４
月

13
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
大
磯
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
式
典
に

お
い
て
、
大
磯
警
察
署
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
公
用
車
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　寄
贈
い
た
だ
い
た
公
用
車
は
、
犯

罪
や
交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
防
犯
、

交
通
安
全
活
動
な
ど
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
通
行
が
原
則
で
、

歩
道
は
例
外
で
す
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

※
歩
道
で
は
、
す
ぐ
に
停
止
で
き
る

速
度
で
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る

場
合
は
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

大
磯
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
公
用

車
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　町
で
は
、
耕
作
地
に
イ
ノ
シ
シ
等

を
近
づ
け
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
と

し
て
、
被
害
防
止
資
材
で
あ
る
電
気

柵
な
ど
の
自
衛
策
と
な
る
設
置
費
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
４
月
か
ら
対
象
者
を
見
直
し
、

活
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得
費
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課

　☎
内
線
２
６
２

◆
今
後
、
個
別
施
設
計
画
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
す

　本
計
画
に
基
づ
き
各
施
設
の
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

継
続
利
用
す
る
施
設
を
保
全
す
る
た

め
の
長
寿
命
化
計
画
、
人
口
や
利
用

状
況
に
即
し
て
施
設
の
再
配
置
や
集

約
・
複
合
化
、
未
利
用
の
公
有
地
や

民
間
活
力
を
有
効
に
用
い
た
利
活

用
、
広
域
連
携
に
よ
る
施
設
の
共
同

利
用
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　今
後
も
町
民
の
皆
様
に
進
捗
状
況

や
取
組
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
、
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
計
画
の
詳
細
は

　町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。ま
た
、町
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
役
場
本
庁
舎
・
国
府
支
所
）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
総
務
課

　☎
内
線
２
０
９

　町
で
は
、
公
共
施
設
等
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
「
大
磯

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を

今
年
の
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

◆
計
画
期
間

平
成
29
年
度
〜
平
成
58
年
度

（
２
０
１
７
年
度
〜
２
０
４
６
年
度
）

◆
計
画
の
対
象

　町
が
所
有
す
る
建
築
物
及
び
イ
ン

フ
ラ
施
設
（
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
下

水
道
、
公
園
な
ど
）

◆
計
画
の
背
景
と
目
的

　多
く
の
公
共
施
設
等
が
高
度
経
済

成
長
期
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
公
共
施
設
等
が
一
斉
に
老
朽
化

し
、
改
修
や
建
替
な
ど
の
更
新
時
期

を
迎
え
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
財
政

的
に
は
税
収
減
、
扶
助
費
（
社
会
保

障
費
）
に
関
す
る
経
費
の
増
加
に
よ

り
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
公
共
施
設
等
の
現
状

と
課
題
を
整
理
し
、
長
期
的
な
視
点

を
も
っ
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

管
理
の
考
え
方
と
基
本
方
針
を
方
向

づ
け
る
も
の
で
す
。

鳥
獣
被
害
で
お
困
り
の
方
に

　
農
作
物
鳥
獣
被
害
対
策
補
助
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、

九
都
県
市
一
斉

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

強
化
月
間
で
す
。

「
自
転
車
も

　の
れ
ば
車
の

　な
か
ま
い
り
」

・町内在住で次のいずれかに該当する方
①農業又は林業で収入を得ている方
②農地を所有し活用している方

大
磯
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定

公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針

・
公
共
施
設
等
の
総
量
を
減
ら
す

・
公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
を
図
る

・
公
共
施
設
の
再
編
・
利
活
用
を
促
す

・
個
別
施
設
の
コ
ス
ト
縮
減
努
力
を
行
う

・
持
続
可
能
に
投
資
的
経
費
を
平
準
化

・
施
設
の
適
正
な
有
効
活
用
を
図
る

昨
年
12
月
５
日
か
ら
約
１
か
月
間
、
本
計

画
（
素
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
し
た
が
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

★対象を見直しました★
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平成29年度　職員配置
　平成29年度のスタートに当たり人事異動を行いました。４月１日付での部課長等の配置は次のとおりです。

◆ポイント　これまで進めてきた「子育て」「教育」「健康」「観光」の４つの重点項目に、新たに「防災・減災」

「農業」を加えた６つの重点項目に力点を置いた体制を整備しました。

問総務課　☎内線210
部課長等の配置　（平成29年４月１日付け）

所属職名 氏　名 旧所属職名
＜町長部局＞
　参事（政策担当）

　参事（危機管理対策担当）

　参事（歴史・文化担当）

　政策総務部長

　　政策総務部政策課長

　　政策総務部総務課長

　　政策総務部総務課公共施設再編担当主幹兼公共施設係長

　　政策総務部危機管理課長兼危機管理係長

　　政策総務部財政課長

　　政策総務部税務課長

　町民福祉部長

　　町民福祉部町民課長兼国府支所長

　　町民福祉部福祉課長

　　　兼横溝千鶴子記念障害福祉センター所長

　　　兼世代交流センター所長兼ふれあい会館長

　　町民福祉部子育て支援課長

　　　兼横溝千鶴子記念子育て支援総合センター所長

　　町民福祉部スポーツ健康課長兼武道館長

　都市建設部長

　　都市建設部建設課長

　　都市建設部下水道課長

　　都市建設部都市計画課長

　産業環境部長

　　産業環境部産業観光課長

　　産業環境部環境課長兼産業環境部美化センター所長

　会計管理者兼会計課長

森田　敏幾

矢野　孝

佐川　和裕

和田　勝巳

藤本　道成

齋藤　永悟

常松　隆

関口　一郎

曽根田　晃久

吉川　淳一

佐野　慎治

杉山　勝美

植地　直子

瀬戸　克彦

山口　信彦

笹山　隆二

作古　有樹

由井　要

小瀬村　昭

加藤　敦

宮﨑　祐輔

押野　祐二

本城　邦彦

参事（地域総合戦略担当）

教育委員会教育部生涯学習課長兼生涯学習館長

消防本部消防長

政策総務部総務課副課長兼総務法制係長

政策総務部財政課副課長

都市建設部建設課長

都市建設部都市計画課長

産業環境部産業観光課長

都市建設部都市計画課技幹兼副課長兼都市計画係長

政策総務部財政課長

産業環境部産業観光課副課長兼観光推進係長

産業環境部美化センター所長兼施設係長

会計課主幹兼会計係長

＜議会事務局＞
　議会事務局長

＜監査委員事務局＞
　監査委員事務局長

＜選挙管理委員会事務局＞
　選挙管理委員会事務局書記長

＜農業委員会事務局＞
　農業委員会事務局長

＜教育委員会＞
　教育委員会教育部長

　　教育委員会教育部学校教育課長

　　教育委員会教育部生涯学習課長兼生涯学習館長

　　教育委員会教育部生涯学習課郷土資料館長

　　教育委員会教育部生涯学習課図書館長

＜消防本部＞
　消防本部消防長

　　消防本部消防総務課長

　　消防本部消防署長

　　消防本部消防署国府分署長兼分署第２隊主幹

大槻　直行

原　俊清

齋藤　永悟（兼）

久保田　徳人

仲手川　孝

宮代　千秋

山口　章子

國見　徹

早﨑　薫

岩本　清嗣

池田　要

小泉　剛

岩﨑　浩光

政策総務部総務課長

産業環境部環境課長

政策総務部総務課副課長兼総務法制係長

政策総務部長

選挙管理委員会事務局書記長

監査委員事務局長

教育委員会教育部長

消防本部消防署副署長兼本署第１隊主幹

消防本部消防署副署長兼本署第２隊主幹

※旧所属職名は平成29年３月31日現在の所属です。
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安
全
ル
ー
ル
を
守
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ま
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う
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子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

※
保
護
者
の
方
は
、
13
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
に
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
日
頃
か
ら
ブ
レ
ー
キ
や
前

照
灯
等
の
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

　大
磯
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
創
立

50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
４
月

13
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
大
磯
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
式
典
に

お
い
て
、
大
磯
警
察
署
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
公
用
車
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　寄
贈
い
た
だ
い
た
公
用
車
は
、
犯

罪
や
交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
防
犯
、

交
通
安
全
活
動
な
ど
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
通
行
が
原
則
で
、

歩
道
は
例
外
で
す
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

※
歩
道
で
は
、
す
ぐ
に
停
止
で
き
る

速
度
で
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る

場
合
は
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

大
磯
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
公
用

車
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　町
で
は
、
耕
作
地
に
イ
ノ
シ
シ
等

を
近
づ
け
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
と

し
て
、
被
害
防
止
資
材
で
あ
る
電
気

柵
な
ど
の
自
衛
策
と
な
る
設
置
費
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
４
月
か
ら
対
象
者
を
見
直
し
、

活
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得
費
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課

　☎
内
線
２
６
２

◆
今
後
、
個
別
施
設
計
画
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
す

　本
計
画
に
基
づ
き
各
施
設
の
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

継
続
利
用
す
る
施
設
を
保
全
す
る
た

め
の
長
寿
命
化
計
画
、
人
口
や
利
用

状
況
に
即
し
て
施
設
の
再
配
置
や
集

約
・
複
合
化
、
未
利
用
の
公
有
地
や

民
間
活
力
を
有
効
に
用
い
た
利
活

用
、
広
域
連
携
に
よ
る
施
設
の
共
同

利
用
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　今
後
も
町
民
の
皆
様
に
進
捗
状
況

や
取
組
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
、
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
計
画
の
詳
細
は

　町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。ま
た
、町
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
役
場
本
庁
舎
・
国
府
支
所
）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
総
務
課

　☎
内
線
２
０
９

　町
で
は
、
公
共
施
設
等
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
「
大
磯

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を

今
年
の
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

◆
計
画
期
間

平
成
29
年
度
〜
平
成
58
年
度

（
２
０
１
７
年
度
〜
２
０
４
６
年
度
）

◆
計
画
の
対
象

　町
が
所
有
す
る
建
築
物
及
び
イ
ン

フ
ラ
施
設
（
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
下

水
道
、
公
園
な
ど
）

◆
計
画
の
背
景
と
目
的

　多
く
の
公
共
施
設
等
が
高
度
経
済

成
長
期
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
公
共
施
設
等
が
一
斉
に
老
朽
化

し
、
改
修
や
建
替
な
ど
の
更
新
時
期

を
迎
え
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
財
政

的
に
は
税
収
減
、
扶
助
費
（
社
会
保

障
費
）
に
関
す
る
経
費
の
増
加
に
よ

り
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
公
共
施
設
等
の
現
状

と
課
題
を
整
理
し
、
長
期
的
な
視
点

を
も
っ
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

管
理
の
考
え
方
と
基
本
方
針
を
方
向

づ
け
る
も
の
で
す
。

鳥
獣
被
害
で
お
困
り
の
方
に

　
農
作
物
鳥
獣
被
害
対
策
補
助
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、

九
都
県
市
一
斉

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

強
化
月
間
で
す
。

「
自
転
車
も

　の
れ
ば
車
の

　な
か
ま
い
り
」

・町内在住で次のいずれかに該当する方
①農業又は林業で収入を得ている方
②農地を所有し活用している方

大
磯
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定

公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針

・
公
共
施
設
等
の
総
量
を
減
ら
す

・
公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
を
図
る

・
公
共
施
設
の
再
編
・
利
活
用
を
促
す

・
個
別
施
設
の
コ
ス
ト
縮
減
努
力
を
行
う

・
持
続
可
能
に
投
資
的
経
費
を
平
準
化

・
施
設
の
適
正
な
有
効
活
用
を
図
る

昨
年
12
月
５
日
か
ら
約
１
か
月
間
、
本
計

画
（
素
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
し
た
が
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

★対象を見直しました★

5

平成29年度　職員配置
　平成29年度のスタートに当たり人事異動を行いました。４月１日付での部課長等の配置は次のとおりです。

◆ポイント　これまで進めてきた「子育て」「教育」「健康」「観光」の４つの重点項目に、新たに「防災・減災」

「農業」を加えた６つの重点項目に力点を置いた体制を整備しました。

問総務課　☎内線210
部課長等の配置　（平成29年４月１日付け）

所属職名 氏　名 旧所属職名
＜町長部局＞
　参事（政策担当）

　参事（危機管理対策担当）

　参事（歴史・文化担当）

　政策総務部長

　　政策総務部政策課長

　　政策総務部総務課長

　　政策総務部総務課公共施設再編担当主幹兼公共施設係長

　　政策総務部危機管理課長兼危機管理係長

　　政策総務部財政課長

　　政策総務部税務課長

　町民福祉部長

　　町民福祉部町民課長兼国府支所長

　　町民福祉部福祉課長

　　　兼横溝千鶴子記念障害福祉センター所長

　　　兼世代交流センター所長兼ふれあい会館長

　　町民福祉部子育て支援課長

　　　兼横溝千鶴子記念子育て支援総合センター所長

　　町民福祉部スポーツ健康課長兼武道館長

　都市建設部長

　　都市建設部建設課長

　　都市建設部下水道課長

　　都市建設部都市計画課長

　産業環境部長

　　産業環境部産業観光課長

　　産業環境部環境課長兼産業環境部美化センター所長

　会計管理者兼会計課長

森田　敏幾

矢野　孝

佐川　和裕

和田　勝巳

藤本　道成

齋藤　永悟

常松　隆

関口　一郎

曽根田　晃久

吉川　淳一

佐野　慎治

杉山　勝美

植地　直子

瀬戸　克彦

山口　信彦

笹山　隆二

作古　有樹

由井　要

小瀬村　昭

加藤　敦

宮﨑　祐輔

押野　祐二

本城　邦彦

参事（地域総合戦略担当）

教育委員会教育部生涯学習課長兼生涯学習館長

消防本部消防長

政策総務部総務課副課長兼総務法制係長

政策総務部財政課副課長

都市建設部建設課長

都市建設部都市計画課長

産業環境部産業観光課長

都市建設部都市計画課技幹兼副課長兼都市計画係長

政策総務部財政課長

産業環境部産業観光課副課長兼観光推進係長

産業環境部美化センター所長兼施設係長

会計課主幹兼会計係長

＜議会事務局＞
　議会事務局長

＜監査委員事務局＞
　監査委員事務局長

＜選挙管理委員会事務局＞
　選挙管理委員会事務局書記長

＜農業委員会事務局＞
　農業委員会事務局長

＜教育委員会＞
　教育委員会教育部長

　　教育委員会教育部学校教育課長

　　教育委員会教育部生涯学習課長兼生涯学習館長

　　教育委員会教育部生涯学習課郷土資料館長

　　教育委員会教育部生涯学習課図書館長

＜消防本部＞
　消防本部消防長

　　消防本部消防総務課長

　　消防本部消防署長

　　消防本部消防署国府分署長兼分署第２隊主幹

大槻　直行

原　俊清

齋藤　永悟（兼）

久保田　徳人

仲手川　孝

宮代　千秋

山口　章子

國見　徹

早﨑　薫

岩本　清嗣

池田　要

小泉　剛

岩﨑　浩光

政策総務部総務課長

産業環境部環境課長

政策総務部総務課副課長兼総務法制係長

政策総務部長

選挙管理委員会事務局書記長

監査委員事務局長

教育委員会教育部長

消防本部消防署副署長兼本署第１隊主幹

消防本部消防署副署長兼本署第２隊主幹

※旧所属職名は平成29年３月31日現在の所属です。
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永
年
の
消
防
防
災
の
功
労
に
対
し
て
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
３
月
28
日
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
と
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
表
彰
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
消
防
総
務
課

　
　
☎
（
61
）
０
９
１
１

　
大
磯
町
で
長
年
に
わ
た
り
松
林
の

保
全
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
　
大
磯
町
内
の
松
並
木
敷

地
を
大
切
に
す
る
会
（
代
表
　
岡
田

豊
太
郎
氏
）
が
、
こ
の
度
「
み
ど
り

の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
６
月
10
日
（
土
）
に

金
沢
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
の
緑
化
・
緑
地
の
保
全
に
関

す
る
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
３
９

公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
会
長

表
彰

・
精
績
章

　
消
防
団
副
団
長
　
柏
木
　
勝
太
郎

公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
消
防
協
会

会
長
表
彰

・
功
績
章
　

　
第
３
分
団
分
団
長
　
近
藤
　
哲
也

　
第
11
分
団
部
長
　
　
川
﨑
　
　
進

◆
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手

　
宮
澤
　
ひ
な
た
（
町
内
在
学
）

　
　
競
技
種
目

：

サ
ッ
カ
ー

　
勝
又
　
菜
々
美
（
山
王
町
）

　
和
田
　
夏
実
（
台
町
）

　
　
競
技
種
目

：

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

◆
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
松
下
　
正
一
郎
（
台
町
）

　
　
大
磯
町
体
育
協
会
会
長（
８
年
間
）

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
☎
内
線
３
２
４

　
町
で
は
次
の
21
名
の
方
を
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
事
業
に
係
る
連
絡
調
整
、
ス
ポ
ー

ツ
の
実
技
指
導
や
助
言
な
ど
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
企
画
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
名

　
山
本
　
勝
己
（
高
麗
）

　
草
山
　
和
彦
（
高
麗
）

　
渋
谷
　
　
剛
（
高
麗
）

　
本
城
　
由
香
里
（
高
麗
）

　
加
藤
　
勝
義
（
東
町
）

　
齋
藤
　
　
薫
（
東
町
）

　
奥
野
　
枝
美
子
（
山
王
町
）

　
第
60
回
大
磯
西
行
祭
を
３
月
25
日

（
土
）
に
開
催
し
、
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
ま
し
た
献
詠
俳
句
・
短
歌
の
各

部
門
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
選
者
の
献
詠
さ
れ
た
句
・
歌
及
び

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
学
年
は
応
募
時
の
も
の
）

【
選
者
】

◎
献
詠
句

鍵
和
田
　
秞
子

蝶
追
へ
ば
沢
音
ゆ
た
か
西
行
忌

本
井
　
英

花
は
満
ち
月
は
望
こ
そ
円
位
の
忌

河
野
　
薫

き
つ
と
違
ふ
西
行
の
見
し
花
吹
雪

遠
藤
　
若
狭
男

言
霊
に
こ
こ
ろ
を
寄
せ
て
西
行
忌

今
村
　
妙
子

古
木
に
は
古
木
の
こ
こ
ろ
西
行
忌

◎
献
詠
歌

柳
　
宣
宏

棒
の
先
糸
の
な
く
と
も
投
げ
釣
り
の

遊
び
を
や
め
ぬ
浜
の
子
ど
も
ら

今
井
　
恵
子

風
の
音
し
ろ
し
と
思
い
淡
紅
と
思
い

な
お
し
て
風
の
夜
の
耳

花
山
　
多
佳
子

木
の
根
か
た
に
ど
ん
ぐ
り
埋
め
し
幼

子
は
立
ち
上
が
り
な
ぜ
か
手
を
合
は

せ
た
り

【
応
募
入
選
作
品
】

◎
献
詠
俳
句

〈
一
般
の
部
〉応
募
総
数
５
６
５
句

第
一
位
　
千
葉
県
流
山
市

�

多
胡
た
か
し

ひ
た
寄
せ
る
波
よ
光
よ
西
行
忌

第
二
位
　
愛
知
県
東
海
市

�

斉
藤
　
浩
美

第
三
位
　
愛
媛
県
宇
和
島
市

�

二
宮
　
洋
子

第
四
位
　
茅
ヶ
崎
市�

秋
山
か
つ
子

第
五
位
　
相
模
原
市�

片
桐
と
志
え

第
六
位
　
横
浜
市�

蓮
見
ふ
じ
江

〈
小
学
生
の
部
〉応
募
総
数
３
９
７
句

第
一
位
　
大
磯
小
５
年

�

金
田
　
美
咲

も
も
の
花
全
部
ち
っ
た
ら
六
年
生

第
二
位
　
大
分
県
大
分
市
立

　
　
　
　
明
治
小
５
年

�

平
尾
　
遙
菜

第
三
位
　
大
磯
小
５
年

�

佐
藤
　
　
晴

第
四
位
　
鹿
児
島
県
南
九
州
市
立

　
　
　
　
大
丸
小
１
年

�

佛
淵
　
歌
恋

第
五
位
　
岐
阜
県
恵
那
市
立

　
　
　
　
串
原
小
５
年

�

後
藤
　
花
奈

第
六
位
　
国
府
小
４
年

�

石
井
　
健
成

〈
中
学
生
の
部
〉応
募
総
数
４
９
５
句

第
一
位
　
埼
玉
県
小
川
町
立

　
　
　
　
欅
台
中
３
年

�

宮
岡
　
　
翼

マ
フ
ラ
ー
を
巻
け
ば
心
に
母
の
顔

第
二
位
　
国
府
中
１
年

�

前
田
　
　
秀

第
三
位
　
岐
阜
県
恵
那
市
立

　
　
　
　
串
原
中
３
年

�

三
川
賢
士
郎

第
四
位
　
大
磯
中
２
年

�

木
村
　
碧
海

第
五
位
　
大
磯
中
３
年

�

堀
井
　
　
翼

第
六
位
　
埼
玉
県
小
川
町
立

　
　
　
　
欅
台
中
１
年

�

堀
　
愛
由
実

◎
献
詠
短
歌

〈
一
般
の
部
〉応
募
総
数
２
３
５
首

第
一
位
　
横
浜
市�

船
山
香
代
子

自
撮
り
し
た
画
像
み
つ
め
て
夫
は
い
う

�

「
お
れ
の
顔
っ
て
こ
ん
な
か
お
か
な
」

第
二
位
　
埼
玉
県
鴻
巣
市

�

黒
沢
　
　
梓

第
三
位
　
足
柄
下
郡
箱
根
町
　

�

平
賀
　
　
幸

第
四
位
　
茅
ヶ
崎
市�

綿
貫
　
悦
子

第
五
位
　
茅
ヶ
崎
市�

岩
田
　
裕
子

第
六
位
　
東
京
都
文
京
区

�

佐
藤
　
正
光

〈
小
・
中
学
生
の
部
〉

�

応
募
総
数
５
５
２
首

第
一
位
　
大
磯
中
２
年

�

清
水
　
理
沙

い
つ
も
よ
り
五
分
だ
け
早
い
登
校
は

昨
日
切
っ
た
前
髪
の
せ
い

第
二
位
　
国
府
中
２
年

�

正
本
絵
里
香

第
三
位
　
宮
城
県
名
取
市
立

　
　
　
　
第
二
中
１
年

�

星
　
　
怜
那

第
四
位
　
国
府
中
２
年

�

飯
田
　
理
央

第
五
位
　
宮
城
県
名
取
市
立

　
　
　
　
第
二
中
１
年

�

伊
藤
　
　
凜

第
六
位
　
岐
阜
県
恵
那
市
立

　
　
　
　
串
原
小
６
年

�

安
藤
　
優
希

　
～
出
演
者
～

〈
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
〉

　
Ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ

〈
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
〉

　
朝
倉
さ
や

▼
と
き
　
７
月
29
日（
土
）、（
荒
天
の

場
合
は
、
花
火
大
会
の
み
８
月
５

日（
土
）19
時
30
分
に
延
期
。）

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
港
駐
車
場

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公
共

交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
予
定
入
場
者
数

　
約
３
，
７
０
０
人

※�

会
場
内
の
安
全
確
保
の
た
め
、
入

場
制
限
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
入
場
方
法

●
会
場
内
を
第
１
エ
リ
ア
と
第
２
エ

リ
ア
に
分
け
ま
す
。

●
入
場
す
る
際
の
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を

２
色
用
意
し
、
エ
リ
ア
の
移
動
制

限
を
設
け
ま
す
。

　
　リ
ス
ト
バ
ン
ド
は
先
着
で
順
番
に

お
一
人
様
１
本
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
そ
の
リ
ス
ト
バ
ン
ド
は
、
ト
イ

レ
や
買
い
物
等
に
よ
り
途
中
退
場

さ
れ
た
場
合
、
再
入
場
時
に
必
ず

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
バ
ン
ド
を
し
て
な
い
方
は
、
再

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
場
者
数
を
超
え
た
場
合
は
、
会

場
外
等
で
ご
観
覧
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▼
協
賛
金
募
集

●
祭
典
へ
の
協
賛
金
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
５
，
０
０
０
円
の
協
賛
で
、

入
場
時
に
必
要
と
な
る
リ
ス
ト
バ

ン
ド
を
２
本
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
協
賛
金
の
受
付
は
、
５
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
大
磯
町
観
光
協
会
で
開

始
予
定
で
す
。

問
　
な
ぎ
さ
の
祭
典
実
行
委
員
会
事

務
局

　
　（
大
磯
町
観
光
協
会
）

　
　
☎
（
61
）
３
３
０
０

　
　（
大
磯
町
産
業
観
光
課
）

　
　
☎
内
線
３
３
４

　
関
野
　
行
正
（
神
明
町
）

　
伴
　
　
紀
子
（
南
下
町
）

　
村
上
　
　
健
（
台
町
）

　
山
本
　
秀
司
（
台
町
）

　
加
藤
　
桂
子
（
中
丸
）

　
安
藤
　
史
織
（
中
丸
）

　
曽
我
部
　
耕
（
馬
場
）

　
河
合
　
和
枝
（
馬
場
）

☆
岩
村
　
孝
二
（
国
府
新
宿
）

　
守
屋
　
正
三
（
黒
岩
）

　
坂
井
　
幸
三
（
黒
岩
）

　
曽
我
　
由
紀
夫
（
石
神
台
）

　
山
本
　
洋
一
（
石
神
台
）

　
山
賀
　
響
子
（
在
勤
）

※
☆
印
は
新
規
委
嘱
者

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
☎
内
線
３
２
４

 

「
み
ど
り
の
愛
護
」 

功
労
者

国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
　

平
成
28
年
度 

神
奈
川
県
消
防
功
労
者
表
彰

大
磯
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

第
60
回
大
磯
西
行
祭

献
詠
俳
句
・
短
歌
入
選
作
決
定
!!

左から　宮澤さん、勝又さん（代理）、和田
さん、松下さん、� 右上　勝又さん（本人）

表彰式での柏木勝太郎副団長

▼

西
行
祭
の
様
子

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
委
嘱

第１エリア 第２エリア

ス
テ
ー
ジ

入口

ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス

て
る
が
さ
き

【会場案内図】

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
３
３
４

第
29
回
　
な
ぎ
さ
の
祭
典

「
夏
!!
大
磯
!!
祭
!!
」

開
催
日・出
演
者
決
定
!!
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昭
和
56
年
５
月
以
前
の
建
物
に
お
住
い
の
方
々
へ
〜

住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

地震だ！
大丈夫かな

　５
月
１
日
か
ら
、
大
磯
・
東
小
磯
・

西
小
磯
・
国
府
本
郷
及
び
国
府
新
宿

地
区
の
一
部
が
、
新
た
に
下
水
道
供

用
開
始
（
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
）
し
ま
す
。

【
早
期
接
続
の
お
願
い
】

　公
共
下
水
道
が
使
え
る
区
域
に
該

当
し
た
方
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
の
汚

水
を
、
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す
た

め
の
排
水
設
備
を
設
置
し
、
公
共
下

水
道
に
接
続
さ
せ
る
工
事
（
改
造
工

事
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　く
み
取
り
ト
イ
レ
を
利
用
の
方
は
、

供
用
開
始
日
（
公
共
下
水
道
が
使
え

る
日
）
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
し
、
し
尿
処
理
浄
化
槽
を

使
用
の
方
も
遅
滞
な
く
浄
化
槽
を
廃

止
し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　町
で
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年

以
内
に
接
続
を
す
る
場
合
に
は
、
一

定
の
条
件
を
設
け
て
排
水
設
備
設
置

費
に
対
す
る
助
成
と
し
て
、
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
排
水
設
備
設
置
に
要
す
る

費
用
を
借
り
入
れ
る
場
合
に
は
、
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず

町
指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　す
で
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
で
ま
だ
接
続
し

て
い
な
い
方
は
、
生
活
環
境
の
向
上

と
水
質
保
全
の
た
め
に
早
め
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
下
水
道
課

　☎
内
線
２
１
４

　町
の
建
物
の
約
３
割
は
旧
耐
震
基
準

　建
物
の
地
盤
に
も
寄
り
ま
す
が
、

旧
耐
震
基
準
の
建
物
は
一
般
的
に
震

度
５
以
上
で
、
倒
壊
す
る
危
険
性
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
よ
り
耐
震
診
断
補
助
額
の

拡
充　町

で
は
旧
耐
震
基
準
の
家
屋
を
お

持
ち
の
方
に
対
し
て
、
ま
ず
は
住
宅

の
健
康
診
断
に
あ
た
る
「
住
宅
の
耐

震
診
断
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、
自

分
の
家
が
ど
の
程
度
危
険
な
の
か
、

ど
の
程
度
安
全
な
の
か
を
知
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
建
築
物

　昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
戸
建
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
を
含
む
全
て
の
住
宅

◎
耐
震
診
断
（
40
件
を
予
定
）

従
来
か
ら
の
一
般
補
助
限
度
額
６
万

円
に
加
え
、
新
た
に
、
緊
急
輸
送
道

路
（
国
道
１
号
、
県
道
等
沿
線
）
に

接
し
て
い
る
戸
建
住
宅
に
対
し
て
は
、

限
度
額
を
７
万
円
に
、
ま
た
、
一
般
、

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
に
関
わ
ら
ず
、

世
帯
員
全
員
の
方
が
町
民
税
非
課
税

（
前
２
年
以
上
）
の
場
合
は
、
限
度

額
を
7.5
万
円
に
拡
充
し
ま
す
。

◎
耐
震
補
強
設
計
（
５
件
を
予
定
）

補
助
限
度
額
10
万
円
（
ア
パ
ー
ト
は
、

１
棟
あ
た
り
５
万
円
を
限
度
）

◎
耐
震
補
強
工
事
監
理
（
５
件
を
予

定
）

補
助
限
度
額
５
万
円
（
ア
パ
ー
ト
は
、

１
棟
あ
た
り
2.5
万
円
を
限
度
）

◎
耐
震
補
強
工
事
（
５
件
を
予
定
）

補
助
限
度
額
50
万
円
（
ア
パ
ー
ト
は
、

１
棟
あ
た
り
25
万
円
を
限
度
）

▼
申
請
受
付

　５
月
８
日
（
月
）
よ
り
受
付
開
始

▼
受
付
申
請
〆
切

・ 

耐
震
診
断
は
、
12
月
28
日
（
木
）

ま
で

・ 

耐
震
設
計
・
補
強
工
事
は
、
11
月

末
日
ま
で

※ 
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

　☎
内
線
２
４
２

　夏
に
な
る
と
木
々
が
生
い
茂
り
、

防
犯
灯
の
明
か
り
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
視
界
を
さ
え
ぎ
り
、
十
分
な
役
割

を
果
た
さ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
自
宅
に
隣
接
し
て
い
る
防
犯
灯

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
が
あ
る
場

合
は
、
樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

　今
後
、
火
災
予
防
の
広
報
、
応
急

手
当
の
普
及
啓
発
等
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
消
防
総
務
課

　☎
（
61
）
０
９
１
１

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
が
広
が
り
ま
す

防
犯
灯・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か
る

樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力
を

女
性
消
防
団
員
が入

団
し
ま
し
た

【奨励金の交付額】

改造工事費用 供用開始からの経過年数
１年目 ２年目 ３年目

５万円以上15万円未満 12,000円 8,000円 4,000円
15万円以上30万円未満 21,000円 14,000円 7,000円
30万円以上40万円未満 27,000円 18,000円 9,000円
40万円以上　　　　　 30,000円 20,000円 10,000円

※排水設備設置費用、供用開始経過年数に応じて、交付します。
　(例) 排水設備設置費用が35万円で供用開始からの経過年数が１年目の場合は、
　　　奨励金の交付額は２万７千円となります。
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　藤
家
崇
教
育
長
は
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
町
の
教
育
行
政
に
力
を
注
が

れ
ま
し
た
が
、
３
月
31
日
付
け
で
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

問

　学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
２

　野
島
さ
ん
は
、
３
月
議
会
で
教
育

委
員
会
の
教
育
長
の
任
命
に
議
会
の

同
意
を
得
た
こ
と
か
ら
、
４
月
１
日

か
ら
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

▼
教
育
長

　野
島

　健
二

　66
歳

︻
略
歴
︼

　昭
和
49
年
４
月
県
教
育
委
員
会
に

採
用
、
大
磯
町
立
国
府
中
学
校
教

諭
、
平
塚
市
教
育
委
員
会
、
平
塚
市

立
江
陽
中
学
校
教
頭
、
県
教
育
庁
教

育
部
義
務
教
育
課
、
平
塚
市
立
大
野

中
学
校
校
長
、
平
塚
市
立
江
陽
中
学

校
校
長
を
歴
任
、
平
成
23
年
３
月
定

年
退
職

　平
成
29
年
度
各
地
区
の
町
内
会
・

自
治
会
の
代
表
者
の
方
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

　な
お
、
☆
印
は
、
新
し
く
代
表
に

な
ら
れ
た
方
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

高

　麗

　
　曽
根
田

　純
一
郎

東

　町

　
　上
口

　政
喜

長
者
町

　
　西
ヶ
谷

　修
司
☆

山
王
町

　
　三
上

　義
弘

神
明
町

　
　岩
崎

　英
二
☆

北
本
町

　
　出
縄

　政
美
☆

北
下
町

　
　細
谷

　信
夫
☆

南
本
町

　
　中
村

　雅
一

南
下
町

　
　鈴
木

　實
☆

茶
屋
町

　
　鈴
木

　豊
男
子
☆

裡

　
　道

　
　松
澤

　俊
朗

台

　
　町

　
　小
島

　昭
男
☆

西
小
磯
東

　
　土
屋

　良
明

西
小
磯
西

　
　笠
間

　友
博

中

　
　丸

　
　小
島

　陽
雄
☆

馬

　
　場

　
　白
木

　康
之
☆

国
府
新
宿

　
　杉
山

　正
機
☆

月

　
　京

　
　谷
口

　寛

生

　
　沢

　
　二
宮

　栄
治
☆

寺

　
　坂

　
　杉
﨑

　英
雄
☆

虫

　
　窪

　
　二
宮

　喜
代
治
☆

黒

　
　岩

　
　深
山

　孝
☆

西 

久 

保

　
　苅
部

　武
雄
☆

石 

神 

台

　
　尾
白

　佳
隆

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
６

　

町
内
₂₄
地
区
の
代
表
者

 

藤
家
教
育
長
が
退
任

野
島
健
二
教
育
長
が
就
任

▲３月31日(金)に行われた
　退任式の様子

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
町長がが
走走走走走る走走走 �

　3
月
26
日
︵
日
︶
に
、
旧
吉
田
茂
邸
落
成
記

念
式
典
を
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

　旧
吉
田
茂
邸
は
平
成
21
年
の
火
災
に
よ
り

焼
失
し
ま
し
た
。
再
建
に
あ
た
り
関
係
機
関

及
び
日
本
全
国
の
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、こ
の
度
、落
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　式
典
に
は
多
く
の
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、中
学
校
吹
奏
楽
部
伴
奏

の﹁
ふ
る
さ
と
﹂を
参
加
者
と
と
も
に
合
唱
し

ま
し
た
。

　あ
い
に
く
の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

式
典
終
了
後
に
は
、
旧
吉
田
茂
邸
に
移
動
し

て
邸
宅
、庭
園
を
来
賓
と
内
覧
い
た
し
ま
し
た
。

　当
日
、
吉
田
茂
の
実
孫
で
あ
る
麻
生
副
総

理
兼
財
務
大
臣
か
ら
吉
田
茂
ゆ
か
り
の
置

時
計
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
計
は

１
９
５
４
年
に
ア
メ
リ
カ
陸
軍
か
ら
吉
田
茂

へ
寄
贈
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　今
後
は
こ
の
旧
吉
田
茂
邸
を
日
本
全
国
の

方
々
は
も
と
よ
り
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の

方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
復
興
を
成

し
遂
げ
た
、当
時
の
歴
史
を
学
び
、こ
の
大
磯

の
地
か
ら
世
界
に
向
け
若
い
方
々
が
羽
ば
た

く
き
っ
か
け
の
場
と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　教
育
委
員
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
14
年
務
め

ら
れ
た
杉
山
典
子
さ
ん
に
感
謝
状
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
８

　生
涯
学
習
課

　☎
内
線
３
２
９

　２
月
17
日
付
け
で
、
新
た
に
長
嶋

徹
さ
ん
︵
大
磯
︶
が
教
育
委
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
教
育
委

員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
２

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
の
就
任

旧
吉
田
茂
邸
落
成
記
念
式
典
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昭
和
56
年
５
月
以
前
の
建
物
に
お
住
い
の
方
々
へ
〜

住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

地震だ！
大丈夫かな

　５
月
１
日
か
ら
、
大
磯
・
東
小
磯
・

西
小
磯
・
国
府
本
郷
及
び
国
府
新
宿

地
区
の
一
部
が
、
新
た
に
下
水
道
供

用
開
始
（
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
）
し
ま
す
。

【
早
期
接
続
の
お
願
い
】

　公
共
下
水
道
が
使
え
る
区
域
に
該

当
し
た
方
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
の
汚

水
を
、
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す
た

め
の
排
水
設
備
を
設
置
し
、
公
共
下

水
道
に
接
続
さ
せ
る
工
事
（
改
造
工

事
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　く
み
取
り
ト
イ
レ
を
利
用
の
方
は
、

供
用
開
始
日
（
公
共
下
水
道
が
使
え

る
日
）
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
し
、
し
尿
処
理
浄
化
槽
を

使
用
の
方
も
遅
滞
な
く
浄
化
槽
を
廃

止
し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　町
で
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年

以
内
に
接
続
を
す
る
場
合
に
は
、
一

定
の
条
件
を
設
け
て
排
水
設
備
設
置

費
に
対
す
る
助
成
と
し
て
、
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
排
水
設
備
設
置
に
要
す
る

費
用
を
借
り
入
れ
る
場
合
に
は
、
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず

町
指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　す
で
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
で
ま
だ
接
続
し

て
い
な
い
方
は
、
生
活
環
境
の
向
上

と
水
質
保
全
の
た
め
に
早
め
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
下
水
道
課

　☎
内
線
２
１
４

　町
の
建
物
の
約
３
割
は
旧
耐
震
基
準

　建
物
の
地
盤
に
も
寄
り
ま
す
が
、

旧
耐
震
基
準
の
建
物
は
一
般
的
に
震

度
５
以
上
で
、
倒
壊
す
る
危
険
性
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
よ
り
耐
震
診
断
補
助
額
の

拡
充　町

で
は
旧
耐
震
基
準
の
家
屋
を
お

持
ち
の
方
に
対
し
て
、
ま
ず
は
住
宅

の
健
康
診
断
に
あ
た
る
「
住
宅
の
耐

震
診
断
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、
自

分
の
家
が
ど
の
程
度
危
険
な
の
か
、

ど
の
程
度
安
全
な
の
か
を
知
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
建
築
物

　昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
戸
建
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
を
含
む
全
て
の
住
宅

◎
耐
震
診
断
（
40
件
を
予
定
）

従
来
か
ら
の
一
般
補
助
限
度
額
６
万

円
に
加
え
、
新
た
に
、
緊
急
輸
送
道

路
（
国
道
１
号
、
県
道
等
沿
線
）
に

接
し
て
い
る
戸
建
住
宅
に
対
し
て
は
、

限
度
額
を
７
万
円
に
、
ま
た
、
一
般
、

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
に
関
わ
ら
ず
、

世
帯
員
全
員
の
方
が
町
民
税
非
課
税

（
前
２
年
以
上
）
の
場
合
は
、
限
度

額
を
7.5
万
円
に
拡
充
し
ま
す
。

◎
耐
震
補
強
設
計
（
５
件
を
予
定
）

補
助
限
度
額
10
万
円
（
ア
パ
ー
ト
は
、

１
棟
あ
た
り
５
万
円
を
限
度
）

◎
耐
震
補
強
工
事
監
理
（
５
件
を
予

定
）

補
助
限
度
額
５
万
円
（
ア
パ
ー
ト
は
、

１
棟
あ
た
り
2.5
万
円
を
限
度
）

◎
耐
震
補
強
工
事
（
５
件
を
予
定
）

補
助
限
度
額
50
万
円
（
ア
パ
ー
ト
は
、

１
棟
あ
た
り
25
万
円
を
限
度
）

▼
申
請
受
付

　５
月
８
日
（
月
）
よ
り
受
付
開
始

▼
受
付
申
請
〆
切

・ 

耐
震
診
断
は
、
12
月
28
日
（
木
）

ま
で

・ 

耐
震
設
計
・
補
強
工
事
は
、
11
月

末
日
ま
で

※ 

詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

　☎
内
線
２
４
２

　夏
に
な
る
と
木
々
が
生
い
茂
り
、

防
犯
灯
の
明
か
り
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
視
界
を
さ
え
ぎ
り
、
十
分
な
役
割

を
果
た
さ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
自
宅
に
隣
接
し
て
い
る
防
犯
灯

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
が
あ
る
場

合
は
、
樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

　今
後
、
火
災
予
防
の
広
報
、
応
急

手
当
の
普
及
啓
発
等
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
消
防
総
務
課

　☎
（
61
）
０
９
１
１

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
が
広
が
り
ま
す

防
犯
灯・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か
る

樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力
を

女
性
消
防
団
員
が入

団
し
ま
し
た

【奨励金の交付額】

改造工事費用 供用開始からの経過年数
１年目 ２年目 ３年目

５万円以上15万円未満 12,000円 8,000円 4,000円
15万円以上30万円未満 21,000円 14,000円 7,000円
30万円以上40万円未満 27,000円 18,000円 9,000円
40万円以上　　　　　 30,000円 20,000円 10,000円

※排水設備設置費用、供用開始経過年数に応じて、交付します。
　(例) 排水設備設置費用が35万円で供用開始からの経過年数が１年目の場合は、
　　　奨励金の交付額は２万７千円となります。
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　藤
家
崇
教
育
長
は
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
町
の
教
育
行
政
に
力
を
注
が

れ
ま
し
た
が
、
３
月
31
日
付
け
で
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

問

　学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
２

　野
島
さ
ん
は
、
３
月
議
会
で
教
育

委
員
会
の
教
育
長
の
任
命
に
議
会
の

同
意
を
得
た
こ
と
か
ら
、
４
月
１
日

か
ら
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

▼
教
育
長

　野
島

　健
二

　66
歳

︻
略
歴
︼

　昭
和
49
年
４
月
県
教
育
委
員
会
に

採
用
、
大
磯
町
立
国
府
中
学
校
教

諭
、
平
塚
市
教
育
委
員
会
、
平
塚
市

立
江
陽
中
学
校
教
頭
、
県
教
育
庁
教

育
部
義
務
教
育
課
、
平
塚
市
立
大
野

中
学
校
校
長
、
平
塚
市
立
江
陽
中
学

校
校
長
を
歴
任
、
平
成
23
年
３
月
定

年
退
職

　平
成
29
年
度
各
地
区
の
町
内
会
・

自
治
会
の
代
表
者
の
方
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

　な
お
、
☆
印
は
、
新
し
く
代
表
に

な
ら
れ
た
方
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

高

　麗

　
　曽
根
田

　純
一
郎

東

　町

　
　上
口

　政
喜

長
者
町

　
　西
ヶ
谷

　修
司
☆

山
王
町

　
　三
上

　義
弘

神
明
町

　
　岩
崎

　英
二
☆

北
本
町

　
　出
縄

　政
美
☆

北
下
町

　
　細
谷

　信
夫
☆

南
本
町

　
　中
村

　雅
一

南
下
町

　
　鈴
木

　實
☆

茶
屋
町

　
　鈴
木

　豊
男
子
☆

裡

　
　道

　
　松
澤

　俊
朗

台

　
　町

　
　小
島

　昭
男
☆

西
小
磯
東

　
　土
屋

　良
明

西
小
磯
西

　
　笠
間

　友
博

中

　
　丸

　
　小
島

　陽
雄
☆

馬

　
　場

　
　白
木

　康
之
☆

国
府
新
宿

　
　杉
山

　正
機
☆

月

　
　京

　
　谷
口

　寛

生

　
　沢

　
　二
宮

　栄
治
☆

寺

　
　坂

　
　杉
﨑

　英
雄
☆

虫

　
　窪

　
　二
宮

　喜
代
治
☆

黒

　
　岩

　
　深
山

　孝
☆

西 

久 

保

　
　苅
部

　武
雄
☆

石 

神 

台

　
　尾
白

　佳
隆

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
６

　

町
内
₂₄
地
区
の
代
表
者

 

藤
家
教
育
長
が
退
任

野
島
健
二
教
育
長
が
就
任

▲３月31日(金)に行われた
　退任式の様子

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
町長がが
走走走走走る走走走 �

　3
月
26
日
︵
日
︶
に
、
旧
吉
田
茂
邸
落
成
記

念
式
典
を
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

　旧
吉
田
茂
邸
は
平
成
21
年
の
火
災
に
よ
り

焼
失
し
ま
し
た
。
再
建
に
あ
た
り
関
係
機
関

及
び
日
本
全
国
の
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、こ
の
度
、落
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　式
典
に
は
多
く
の
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、中
学
校
吹
奏
楽
部
伴
奏

の﹁
ふ
る
さ
と
﹂を
参
加
者
と
と
も
に
合
唱
し

ま
し
た
。

　あ
い
に
く
の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

式
典
終
了
後
に
は
、
旧
吉
田
茂
邸
に
移
動
し

て
邸
宅
、庭
園
を
来
賓
と
内
覧
い
た
し
ま
し
た
。

　当
日
、
吉
田
茂
の
実
孫
で
あ
る
麻
生
副
総

理
兼
財
務
大
臣
か
ら
吉
田
茂
ゆ
か
り
の
置

時
計
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
計
は

１
９
５
４
年
に
ア
メ
リ
カ
陸
軍
か
ら
吉
田
茂

へ
寄
贈
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　今
後
は
こ
の
旧
吉
田
茂
邸
を
日
本
全
国
の

方
々
は
も
と
よ
り
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の

方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
復
興
を
成

し
遂
げ
た
、当
時
の
歴
史
を
学
び
、こ
の
大
磯

の
地
か
ら
世
界
に
向
け
若
い
方
々
が
羽
ば
た

く
き
っ
か
け
の
場
と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　教
育
委
員
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
14
年
務
め

ら
れ
た
杉
山
典
子
さ
ん
に
感
謝
状
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
８

　生
涯
学
習
課

　☎
内
線
３
２
９

　２
月
17
日
付
け
で
、
新
た
に
長
嶋

徹
さ
ん
︵
大
磯
︶
が
教
育
委
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
教
育
委

員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
２

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
の
就
任

旧
吉
田
茂
邸
落
成
記
念
式
典
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　平
成
29
年
度
よ
り
、
所
得
割
額
の

軽
減
割
合
、
均
等
割
額
の
軽
減
基
準

が
左
図
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

　詳
細
は
、
７
月
発
行
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
決
定
通
知
書
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
４
７

軽減の対象者 軽減割合
所得割額の基準が58万円以下の方
(年金収入のみの場合211万円以下)

平成28年度 平成29年度 平成30年度～
５割 ２割 廃止

被用者保険の被扶養者であった方 平成28年度 平成29年度 平成30年度～
９割 ７割 ５割

軽減割合 世帯の総所得金額等の基準
平成28年度 平成29年度

５割 33万円＋（26.5万円×世帯の
被保険者数）　　　　　　　

33万円＋（27万円×世帯の
被保険者数）　　　　　　

２割 33万円＋（48万円×世帯の
被保険者数）　　　　　　　　

33万円＋（49万円×世帯の
被保険者数）　　　　　　　　

　歯ぐきや歯と口腔内の健康状態は、全身の健康と深く関わっており、健

康で過ごすためにはこまめな手入れが大切です。

　歯周病の早期発見のために次の節目年齢の方を対象に成人歯科健診を実

施します。

▼対 象 者　　40歳（昭和52年４月２日～53年４月１日生）
　　　　　　　50歳（昭和42年４月２日～43年４月１日生）

　　　　　　　60歳（昭和32年４月２日～33年４月１日生）　

　　　　　　　70歳（昭和22年４月２日～23年４月１日生）

　　　　　　　�　さらに今年度は若い世代から歯周病予防に取り組んで頂

くきっかけ作りとして、次の年齢の方も対象となります。

　　　　　　　41歳（昭和51年４月２日～52年４月１日生）

　　　　　　　42歳（昭和50年４月２日～51年４月１日生）

　　　　　　　43歳（昭和49年４月２日～50年４月１日生）

　　　　　　　44歳（昭和48年４月２日～49年４月１日生）

　　　　　　　45歳（昭和47年４月２日～48年４月１日生）

　　　　　　　※�ただし、現在歯科治療のため受診されている方は対象と

なりません。

▼実施期間　　６月１日（木）～２月28日（水）

▼受診方法　　希望する指定医療機関に直接予約のうえ、受診してください。

　乳幼児から高齢者まで無料の歯科健診が受
けられます。

▼と　き　６月４日（日）午後１時30分～３時

▼ところ　保健センター

▼主　催　平塚歯科医師会大磯地区・大磯町
同時開催
　・消防車に乗ってみよう！　・クイズやゲーム
　・Oisoレシピの紹介と試食、他
問スポーツ健康課　☎内線308

平成 29年 4月 1日　あたらしく、歯と口腔の健康を守るルールができました！
大磯町歯及び口腔の健康づくり推進条例

歯と口腔の
健康づくり

むし歯・歯周病
糖尿病・心臓病
肺炎・認知症

などが

予防できる

いつまでも
自分らしい
生活ができる

健康寿命がのびる

どうして条例をつくったの？
「年を重ねても、自分のことが自分でできることが何より大切だ。」

　こんな声を地域におじゃました保健師が多く耳にしています。心身ともに自立し、健康に生活を送
れる期間（健康寿命）を伸ばしたいという願いが条例の生まれたきっかけです。
　大磯町は、健康寿命を伸ばすために、現状の課題に目を向け、生涯を通じた健康づくりの原点であ
る、歯と口腔の健康づくりに取り組むこととし、条例をつくりました。

40・41・42・43・44・45・50・60・70歳の節目年齢の方へ
成人歯科健康診査のご案内

大磯町医療機関一覧（歯科）
名        称 電話番号

青い鳥歯科クリニック 74-6480
有近歯科医院 61-6060
今井歯科医院 61-0190
加藤歯科診療所 61-3327
熊坂歯科医院 61-1101
郷土歯科医院 61-0648

こだま歯科クリニック 60-2111
小林歯科医院 71-0573
藤山歯科医院 73-4899
松本歯科医院 61-7750
簑島歯科医院 72-2814

歯の健康フェスタ2017
「おいしい」と「元気」を支える丈夫な歯

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
が
変
わ
り
ま
す
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　日
本
赤
十
字
社
で
は
国
内
外
の
大

規
模
災
害
に
対
す
る
義
援
金
・
救
援

金
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

　大
磯
町
分
区
で
は
町
内
の
施
設
等

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
28
年
度

は
、
東
日
本
大
震
災
義
援
金
は
１
８
，

４
３
９
円
、
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

は
６
６
５
，
０
８
４
円
を
お
預
か
り

し
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災

地
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月

の
﹁
赤
十
字
運
動
月
間
﹂
を
中
心
に
、

赤
十
字
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
活
動
資
金
︵
社
資
︶
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　大
磯
町
分
区
で
は
、
各
地
区
の
日

赤
協
賛
委
員
︵
区
長
︶
を
通
じ
て
、

各
家
庭
に
日
赤
社
資
募
金
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　い
た
だ
い
た
募
金
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
、
国
際
的
な
支
援
活
動
や
社

会
福
祉
な
ど
の
赤
十
字
事
業
に
活
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
磯
町
分
区
に

お
い
て
も
幼
児
安
全
法
な
ど
の
講
習

の
開
催
や
赤
十
字
事
業
の
啓
発
な
ど

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部

　大
磯
町
分
区
︵
福
祉
課
内
︶

　☎
内
線
３
１
４

₆₅歳以上で介護予防に関心のある方向けの教室（医師から運動を禁止されていない方）
教　室 内　容 ところ と　き 参加費・定員

ますます元気
いっぱい教室

自宅でもできる運動
や、脳トレ体操で運動
機能の向上と認知症予
防を行います。

世代交流センター
さざんか荘
（希望者送迎あり）

原則毎週木曜日
全10回（３コースあり）　14時～16時
①初回　5月18日（木）
②初回　9月14日（木）
③初回　1月11日（木）

3,000円
（300円×全10回）

各20名

転倒予防教室
立つ・歩くなど日々の
動作を続けるための運
動教室です。

保健センター
原則第1・第3水曜日
全19回　10時～12時
初回５月17日（水）

5,700円
（300円×全19回）

15名

イキイキ
朝ヨガ教室
※１

ゆっくりとした動きに
呼吸法を合わせるこ
とで、筋肉をほぐしリ
ラックス効果も期待で
きます。 こみゅにてー・

パティオ海鈴
東町１－９－17
（希望者送迎あり）

①原則毎週月曜日
　全14回　初回６月５日（月）
②原則毎週木曜日
　全14回　初回６月１日（木）
８時30分～９時30分
（夏季の一部を除く）

4,200円
（300円×全14回）

各８名

ポール・
ウォーキング
教室
※２

ストックを使って町内
をウォーキングをする
ことで足腰の筋力を向
上し、身体バランスを
改善します。（ストック
は貸出します）

原則毎週火曜日
全28回
（夏季・冬季の一部を除く）
初回６月13日（火）９時～11時

8,400円
（300円×全28回）

12名

※１）５月22日（月）・25日（木）８時30分～無料体験　　　※２）５月23日（火）９時～無料体験 （先着順）
₆₅歳以上で要介護・要支援状態になるおそれのある方、または日常生活動作に不安のある方向けの教室（医師から運動を禁止されていない方）

教　室 内　容 ところ と　き 参加費・定員

のんびり・
らくらく
元気アップ教室

かんたんな運動やお口
の体操、お食事の話を
通じて健康づくりを促
し、脳トレで認知症予
防を行います。

世代交流センター
さざんか荘
（希望者送迎あり）

原則毎週木曜日
全10回（３コースあり）　10時～12時
①初回　5月18日（木）
②初回　9月14日（木）
③初回　1月11日（木）

3,000円
（300円×全10回）

各20名

大磯町地域包括支援センターの職員が事前に体調などの聞き取りをさせていただきます。 （先着順）

� 問・申福祉課　☎内線302､315､316
　町では、介護予防の習慣を身に付けていただくために、専門家の指導を受けることができる様々な教室を開催します。
ぜひご参加ください。

　な
お
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
義

援
金
の
受
付
期
間
が
延
長
と
な
り
ま

し
た
。
受
付
中
の
義
援
金
や
募
金
箱

の
設
置
場
所
な
ど
の
詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部

　大
磯
町
分
区
︵
福
祉
課
内
︶

　☎
内
線
３
１
４

元気を応援！
元気なうちから始めましょう介護予防！

　ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

義
援
金
中
間
報
告
）

　

赤
十
字
会
員
増
強
運
動
のご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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　平
成
29
年
度
よ
り
、
所
得
割
額
の

軽
減
割
合
、
均
等
割
額
の
軽
減
基
準

が
左
図
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

　詳
細
は
、
７
月
発
行
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
決
定
通
知
書
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
４
７

軽減の対象者 軽減割合
所得割額の基準が58万円以下の方
(年金収入のみの場合211万円以下)

平成28年度 平成29年度 平成30年度～
５割 ２割 廃止

被用者保険の被扶養者であった方 平成28年度 平成29年度 平成30年度～
９割 ７割 ５割

軽減割合 世帯の総所得金額等の基準
平成28年度 平成29年度

５割 33万円＋（26.5万円×世帯の
被保険者数）　　　　　　　

33万円＋（27万円×世帯の
被保険者数）　　　　　　

２割 33万円＋（48万円×世帯の
被保険者数）　　　　　　　　

33万円＋（49万円×世帯の
被保険者数）　　　　　　　　

　歯ぐきや歯と口腔内の健康状態は、全身の健康と深く関わっており、健

康で過ごすためにはこまめな手入れが大切です。

　歯周病の早期発見のために次の節目年齢の方を対象に成人歯科健診を実

施します。

▼対 象 者　　40歳（昭和52年４月２日～53年４月１日生）
　　　　　　　50歳（昭和42年４月２日～43年４月１日生）

　　　　　　　60歳（昭和32年４月２日～33年４月１日生）　

　　　　　　　70歳（昭和22年４月２日～23年４月１日生）

　　　　　　　�　さらに今年度は若い世代から歯周病予防に取り組んで頂

くきっかけ作りとして、次の年齢の方も対象となります。

　　　　　　　41歳（昭和51年４月２日～52年４月１日生）

　　　　　　　42歳（昭和50年４月２日～51年４月１日生）

　　　　　　　43歳（昭和49年４月２日～50年４月１日生）

　　　　　　　44歳（昭和48年４月２日～49年４月１日生）

　　　　　　　45歳（昭和47年４月２日～48年４月１日生）

　　　　　　　※�ただし、現在歯科治療のため受診されている方は対象と

なりません。

▼実施期間　　６月１日（木）～２月28日（水）

▼受診方法　　希望する指定医療機関に直接予約のうえ、受診してください。

　乳幼児から高齢者まで無料の歯科健診が受
けられます。

▼と　き　６月４日（日）午後１時30分～３時

▼ところ　保健センター

▼主　催　平塚歯科医師会大磯地区・大磯町
同時開催
　・消防車に乗ってみよう！　・クイズやゲーム
　・Oisoレシピの紹介と試食、他
問スポーツ健康課　☎内線308

平成 29年 4月 1日　あたらしく、歯と口腔の健康を守るルールができました！
大磯町歯及び口腔の健康づくり推進条例

歯と口腔の
健康づくり

むし歯・歯周病
糖尿病・心臓病
肺炎・認知症

などが

予防できる

いつまでも
自分らしい
生活ができる

健康寿命がのびる

どうして条例をつくったの？
「年を重ねても、自分のことが自分でできることが何より大切だ。」

　こんな声を地域におじゃました保健師が多く耳にしています。心身ともに自立し、健康に生活を送
れる期間（健康寿命）を伸ばしたいという願いが条例の生まれたきっかけです。
　大磯町は、健康寿命を伸ばすために、現状の課題に目を向け、生涯を通じた健康づくりの原点であ
る、歯と口腔の健康づくりに取り組むこととし、条例をつくりました。

40・41・42・43・44・45・50・60・70歳の節目年齢の方へ
成人歯科健康診査のご案内

大磯町医療機関一覧（歯科）
名        称 電話番号

青い鳥歯科クリニック 74-6480
有近歯科医院 61-6060
今井歯科医院 61-0190
加藤歯科診療所 61-3327
熊坂歯科医院 61-1101
郷土歯科医院 61-0648

こだま歯科クリニック 60-2111
小林歯科医院 71-0573
藤山歯科医院 73-4899
松本歯科医院 61-7750
簑島歯科医院 72-2814

歯の健康フェスタ2017
「おいしい」と「元気」を支える丈夫な歯

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
が
変
わ
り
ま
す
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　日
本
赤
十
字
社
で
は
国
内
外
の
大

規
模
災
害
に
対
す
る
義
援
金
・
救
援

金
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

　大
磯
町
分
区
で
は
町
内
の
施
設
等

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
28
年
度

は
、
東
日
本
大
震
災
義
援
金
は
１
８
，

４
３
９
円
、
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

は
６
６
５
，
０
８
４
円
を
お
預
か
り

し
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災

地
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月

の
﹁
赤
十
字
運
動
月
間
﹂
を
中
心
に
、

赤
十
字
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
活
動
資
金
︵
社
資
︶
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　大
磯
町
分
区
で
は
、
各
地
区
の
日

赤
協
賛
委
員
︵
区
長
︶
を
通
じ
て
、

各
家
庭
に
日
赤
社
資
募
金
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　い
た
だ
い
た
募
金
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
、
国
際
的
な
支
援
活
動
や
社

会
福
祉
な
ど
の
赤
十
字
事
業
に
活
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
磯
町
分
区
に

お
い
て
も
幼
児
安
全
法
な
ど
の
講
習

の
開
催
や
赤
十
字
事
業
の
啓
発
な
ど

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部

　大
磯
町
分
区
︵
福
祉
課
内
︶

　☎
内
線
３
１
４

₆₅歳以上で介護予防に関心のある方向けの教室（医師から運動を禁止されていない方）
教　室 内　容 ところ と　き 参加費・定員

ますます元気
いっぱい教室

自宅でもできる運動
や、脳トレ体操で運動
機能の向上と認知症予
防を行います。

世代交流センター
さざんか荘
（希望者送迎あり）

原則毎週木曜日
全10回（３コースあり）　14時～16時
①初回　5月18日（木）
②初回　9月14日（木）
③初回　1月11日（木）

3,000円
（300円×全10回）

各20名

転倒予防教室
立つ・歩くなど日々の
動作を続けるための運
動教室です。

保健センター
原則第1・第3水曜日
全19回　10時～12時
初回５月17日（水）

5,700円
（300円×全19回）

15名

イキイキ
朝ヨガ教室
※１

ゆっくりとした動きに
呼吸法を合わせるこ
とで、筋肉をほぐしリ
ラックス効果も期待で
きます。 こみゅにてー・

パティオ海鈴
東町１－９－17
（希望者送迎あり）

①原則毎週月曜日
　全14回　初回６月５日（月）
②原則毎週木曜日
　全14回　初回６月１日（木）
８時30分～９時30分
（夏季の一部を除く）

4,200円
（300円×全14回）

各８名

ポール・
ウォーキング
教室
※２

ストックを使って町内
をウォーキングをする
ことで足腰の筋力を向
上し、身体バランスを
改善します。（ストック
は貸出します）

原則毎週火曜日
全28回
（夏季・冬季の一部を除く）
初回６月13日（火）９時～11時

8,400円
（300円×全28回）

12名

※１）５月22日（月）・25日（木）８時30分～無料体験　　　※２）５月23日（火）９時～無料体験 （先着順）
₆₅歳以上で要介護・要支援状態になるおそれのある方、または日常生活動作に不安のある方向けの教室（医師から運動を禁止されていない方）

教　室 内　容 ところ と　き 参加費・定員

のんびり・
らくらく
元気アップ教室

かんたんな運動やお口
の体操、お食事の話を
通じて健康づくりを促
し、脳トレで認知症予
防を行います。

世代交流センター
さざんか荘
（希望者送迎あり）

原則毎週木曜日
全10回（３コースあり）　10時～12時
①初回　5月18日（木）
②初回　9月14日（木）
③初回　1月11日（木）

3,000円
（300円×全10回）

各20名

大磯町地域包括支援センターの職員が事前に体調などの聞き取りをさせていただきます。 （先着順）

� 問・申福祉課　☎内線302､315､316
　町では、介護予防の習慣を身に付けていただくために、専門家の指導を受けることができる様々な教室を開催します。
ぜひご参加ください。

　な
お
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
義

援
金
の
受
付
期
間
が
延
長
と
な
り
ま

し
た
。
受
付
中
の
義
援
金
や
募
金
箱

の
設
置
場
所
な
ど
の
詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部

　大
磯
町
分
区
︵
福
祉
課
内
︶

　☎
内
線
３
１
４

元気を応援！
元気なうちから始めましょう介護予防！

　ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

義
援
金
中
間
報
告
）
　

赤
十
字
会
員
増
強
運
動
のご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す



1213

幼稚園等の園庭・遊び場開放のお知らせ
町内の幼稚園等では、次のとおり施設を開放しますので、

保護者の方とお子さんがご一緒に、気軽に遊びに来てください。
施設名 園庭開放 体験入園 遊び場開放

町立

大磯幼稚園　☎ 61 ｰ 0505 毎週木曜日 10：00 ～ 12：00

毎月 1 回程度開催 土・日・休日・長期休業中
9：00 ～ 17：00

国府幼稚園　☎ 71 ｰ 0549 毎週木曜日　9：30 ～ 12：00
たかとり幼稚園
☎ 71 ｰ 3050 毎週金曜日 10：00 ～ 12：00

国府保育園　☎ 72 ｰ 1765 毎週水曜日　9：30 ～ 11：30 － －

私立

サンキッズ大磯
☎ 61 ｰ 2641 毎週水曜日　9：30 ～ 11：30 － －

認定こども園 あおばと
☎ 74 ｰ 5918 毎週水曜日　9：30 ～ 11：00

毎月 1 回程度開催（長
期休業中はありません。
日程は直接問い合わせく
ださい。）

－

こいそ幼稚園
☎ 61 ｰ 4093

未就園児保育については直接お問い合わせください。
園見学・質問等は随時受付しています。

保育日 15：00 ～ 17：00
土・日・休日 9：00 ～ 17：00

＊町立幼稚園の施設開放は 5 月から行います。
＊雨天時や園行事のあるときは行いません。
＊園の状況により、施設開放できない場合もあります。事前にお問い合わせください。

　ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
平
成
29
年

４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
に
入
学
し
た
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
は
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
平
成
29
年

４
月
１
日
現
在
、
町
内
に
６
か
月
以

上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
児
童
︵
た
だ
し
、
生
活

保
護
受
給
者
や
施
設
入
所
者
等
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
︶
を
養
育
し
て
い

る
父
・
母
・
養
育
者
の
方

▼
助
成
金

　児
童
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
申
請
方
法

　

�

５
月
８
日
︵
月
︶
～
５
月
31
日

︵
水
︶
の
間
に
、
申
請
書
と
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・�
申
請
者
の
預
金
口
座
番
号
︵
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
振
込
用
の

﹁
店
名
・
預
金
種
目
・
口
座
番

号
﹂
が
必
要
で
す
︶

・�

高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
、
在
学

を
証
明
で
き
る
も
の︵
学
生
証
等
︶

・
印
鑑
︵
認
印
︶

問
子
育
て
支
援
課

　☎
内
線
３
０
６

　ひ
と
り
親
家
庭
等
に

助
成
金
支
給

　
こ
ん
に
ち
は
　栄
養
士
で
す

〜
お
い
し
く
、
楽
し
く
食
べ
る
こ
と

か
ら
健
康
づ
く
り
〜

　食
を
楽
し
む

　食
べ
る
こ
と
は
楽
し
い
で
す
ね
。

家
族
や
知
人
と
食
卓
を
囲
み
、
行
事

食
や
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
、

日
々
の
出
来
事
な
ど
を
話
し
な
が
ら

食
事
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
近
年
、
一
人
で
食
べ
る

﹁
孤
食
﹂や
、
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
が
違

う
も
の
を
食
べ
る
﹁
個
食
﹂
な
ど
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

孤
食
は
も
ち
ろ
ん
食
事
中
会
話
を
す

る
相
手
が
お
り
ま
せ
ん
し
、
個
食
は

そ
の
時
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
通
し

た
話
題
が
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
会
話
が
減
る
と
ゆ
っ
く
り
食

事
が
で
き
ず
、
早
食
い
に
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　年
齢
を
重
ね
て
も
、
楽
し
く
食
事

を
す
る
た
め
に

　ゆ
っ
く
り
食
事
を
す
る
こ
と
は
、

よ
く
噛
み
、
だ
液
の
分
泌
を
促
す
こ

と
で
、
消
化
吸
収
を
助
け
ま
す
。
食

は
身
体
に
栄
養
と
こ
こ
ろ
に
う
る
お

い
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
一
連
の

流
れ
を
作
る
た
め
に
は
、
よ
く
噛
む

た
め
の
歯
と
、
口
に
食
べ
物
を
運
ん

で
か
ら
ご
っ
く
ん
と
飲
み
込
む
ま
で

の
口
唇
や
舌
、
頬
な
ど
の
働
き
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
筋
肉
で

で
き
て
お
り
、
鍛
え
な
い
と
衰
え
て

し
ま
い
ま
す
。
口
腔
を
維
持
す
る
た

め
に
、
意
識
し
て
よ
く
噛
ん
で
、
い

つ
ま
で
も
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。

　大
磯
町
食
生
活
改
善
推
進
団
体
を

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

　町
に
は
、〝
食

し
ょ
っ

改か

い

さ
ん
〟の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。﹁
お
い
し
く

　楽
し
く

　健
康
に
！
﹂
を
合
言
葉

に
、
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
知
識
、
技
術
を
学
び
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
健
康
の
輪
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　あ
な
た
も
食
改
さ
ん
の
一
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
︵
Ｐ
18
︶
で
参
加
者
を
募

集
中
で
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　大
西

　☎
内
線
３
１
９

食
改
さ
ん
の
活
動
の
様
子
や

レ
シ
ピ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

QRコード
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幼稚園等の園庭・遊び場開放のお知らせ
町内の幼稚園等では、次のとおり施設を開放しますので、

保護者の方とお子さんがご一緒に、気軽に遊びに来てください。
施設名 園庭開放 体験入園 遊び場開放

町立

大磯幼稚園　☎ 61 ｰ 0505 毎週木曜日 10：00 ～ 12：00

毎月 1 回程度開催 土・日・休日・長期休業中
9：00 ～ 17：00

国府幼稚園　☎ 71 ｰ 0549 毎週木曜日　9：30 ～ 12：00
たかとり幼稚園
☎ 71 ｰ 3050 毎週金曜日 10：00 ～ 12：00

国府保育園　☎ 72 ｰ 1765 毎週水曜日　9：30 ～ 11：30 － －

私立

サンキッズ大磯
☎ 61 ｰ 2641 毎週水曜日　9：30 ～ 11：30 － －

認定こども園 あおばと
☎ 74 ｰ 5918 毎週水曜日　9：30 ～ 11：00

毎月 1 回程度開催（長
期休業中はありません。
日程は直接問い合わせく
ださい。）

－

こいそ幼稚園
☎ 61 ｰ 4093

未就園児保育については直接お問い合わせください。
園見学・質問等は随時受付しています。

保育日 15：00 ～ 17：00
土・日・休日 9：00 ～ 17：00

＊町立幼稚園の施設開放は 5 月から行います。
＊雨天時や園行事のあるときは行いません。
＊園の状況により、施設開放できない場合もあります。事前にお問い合わせください。

　ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
平
成
29
年

４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
に
入
学
し
た
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
は
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　ひ
と
り
親
家
庭
等
で
、
平
成
29
年

４
月
１
日
現
在
、
町
内
に
６
か
月
以

上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
児
童
︵
た
だ
し
、
生
活

保
護
受
給
者
や
施
設
入
所
者
等
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
︶
を
養
育
し
て
い

る
父
・
母
・
養
育
者
の
方

▼
助
成
金

　児
童
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
申
請
方
法

　

�

５
月
８
日
︵
月
︶
～
５
月
31
日

︵
水
︶
の
間
に
、
申
請
書
と
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・�

申
請
者
の
預
金
口
座
番
号
︵
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
振
込
用
の

﹁
店
名
・
預
金
種
目
・
口
座
番

号
﹂
が
必
要
で
す
︶

・�

高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
、
在
学

を
証
明
で
き
る
も
の︵
学
生
証
等
︶

・
印
鑑
︵
認
印
︶

問
子
育
て
支
援
課

　☎
内
線
３
０
６

　ひ
と
り
親
家
庭
等
に

助
成
金
支
給

　
こ
ん
に
ち
は

　栄
養
士
で
す

〜
お
い
し
く
、
楽
し
く
食
べ
る
こ
と

か
ら
健
康
づ
く
り
〜

　食
を
楽
し
む

　食
べ
る
こ
と
は
楽
し
い
で
す
ね
。

家
族
や
知
人
と
食
卓
を
囲
み
、
行
事

食
や
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
、

日
々
の
出
来
事
な
ど
を
話
し
な
が
ら

食
事
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
近
年
、
一
人
で
食
べ
る

﹁
孤
食
﹂や
、
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
が
違

う
も
の
を
食
べ
る
﹁
個
食
﹂
な
ど
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

孤
食
は
も
ち
ろ
ん
食
事
中
会
話
を
す

る
相
手
が
お
り
ま
せ
ん
し
、
個
食
は

そ
の
時
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
通
し

た
話
題
が
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
会
話
が
減
る
と
ゆ
っ
く
り
食

事
が
で
き
ず
、
早
食
い
に
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　年
齢
を
重
ね
て
も
、
楽
し
く
食
事

を
す
る
た
め
に

　ゆ
っ
く
り
食
事
を
す
る
こ
と
は
、

よ
く
噛
み
、
だ
液
の
分
泌
を
促
す
こ

と
で
、
消
化
吸
収
を
助
け
ま
す
。
食

は
身
体
に
栄
養
と
こ
こ
ろ
に
う
る
お

い
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
一
連
の

流
れ
を
作
る
た
め
に
は
、
よ
く
噛
む

た
め
の
歯
と
、
口
に
食
べ
物
を
運
ん

で
か
ら
ご
っ
く
ん
と
飲
み
込
む
ま
で

の
口
唇
や
舌
、
頬
な
ど
の
働
き
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
筋
肉
で

で
き
て
お
り
、
鍛
え
な
い
と
衰
え
て

し
ま
い
ま
す
。
口
腔
を
維
持
す
る
た

め
に
、
意
識
し
て
よ
く
噛
ん
で
、
い

つ
ま
で
も
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。

　大
磯
町
食
生
活
改
善
推
進
団
体
を

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

　町
に
は
、〝
食

し
ょ
っ

改か

い

さ
ん
〟の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。﹁
お
い
し
く

　楽
し
く

　健
康
に
！
﹂
を
合
言
葉

に
、
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
知
識
、
技
術
を
学
び
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
健
康
の
輪
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　あ
な
た
も
食
改
さ
ん
の
一
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
︵
Ｐ
18
︶
で
参
加
者
を
募

集
中
で
す
。

問
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ー
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　☎
内
線
３
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９

食
改
さ
ん
の
活
動
の
様
子
や

レ
シ
ピ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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町の人口と世帯
４月１日現在

人口 31,431（－30）男 15,371（－2）女 16,060（－28）
世帯 12,425（＋28）　（　）は前月比

2017年
５
月
号

カメラスケッチカメラスケッチ
広報カメラマン撮影

 Vol.

48

スポーツ健康課 ☎内線319

ミネストローネ
自分たちで育てた野菜を使いました。

中学校３年生、
中学校２年生の作品

（応募当時）

① 野菜は食べやすい大きさに切る。
② ベーコンは５ｍｍ幅に切ってサラダ油で炒め､香りが出てきたら、
　 野菜を炒める。
③ 水を加え､コンソメ､ケチャップ､塩､こしょうで味付けし煮込む。
④ 野菜がやわらかくなったら､茹でたマカロニを加えてできあがり。

※小・中学生によるOisoレシピ集は町のホームページからダウンロードできます。
 また、保健センターでも配布しています。

（１人分）材 料

作 り 方

マカロニ（シェル） 5ｇ
スライスベーコン 20ｇ
キャベツ 30ｇ
たまねぎ 30ｇ
人参 20ｇ
サラダ油 2ｇ
ケチャップ 10ｇ
コンソメ 少々
塩 少々
こしょう 少々

●東光院のさくら
4/13　南下町(　 高田　 高田　 高田　 高田　 高田　 高田　 高田さん撮影）

●春の祭り
4/9　寺坂(　 杉崎　 杉崎　 杉崎　 杉崎　 杉崎　 杉崎　 杉崎さん撮影）

●高来神社のさくら
4/14　高麗(　 上田　 上田　 上田　 上田　 上田　 上田　 上田さん撮影）

●木蓮と新幹線
3/20　寺坂(　 奥野　 奥野　 奥野　 奥野　 奥野　 奥野　 奥野さん撮影）

▶対象児 大磯町在住の 1 歳～ 3 歳児
▶申込み 下記の用紙に必要事項を記入

し、写真 1 枚（デジタルでも可）を添付
のうえ、郵送、メールまたは持参にて
申し込みください。
▶掲載方法 先着順で、毎月 1 人ずつ
 広報おおいそ最終ページに掲載します。

※広報おおいそは、
発行後町ホーム
ページに掲載さ
れますので、ご
了承ください。

問・申 政策課（役場 3 階）
 ☎内線 207
   koho@town.oiso.kanagawa.jp

大募集大募集募集募集大大大大募集募大大募集募集募集募集大募集大募大大募大大募集大募集募集募集大募集お子様の写真を
　 広報おおいそ に
   載せてみませんか？

問 申

平成 27 年 1 月 1 日 生まれ
太郎さん・花子さんの長女

「海が大好きななぎさちゃん。
今日も海岸で磯遊びをして帰
ったら、もう砂だらけ !!」

大磯 なぎさ ちゃん
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